
中
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
出
家
受
戒
に
つ
い
て

寺

尾

英

智

身

延

山

大

学

は

じ

め

に

中
世
の
日
蓮
宗
に
お
い
て
、
僧
尼
は
ど
の
様
に
し
て
出
家
得
度
し
、
教
団
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
蓮
宗
と
し

て
独
自
の
出
家
得
度
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
京
都
妙
顕
寺
の
事
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

１
い
る
。
妙
顕
寺
に
は
、
日
霽
が
具
覚
に

応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
八
月
二
十
八
日
に
授
与
し
た
も
の
を
初
見
と
し
て
、
歴
代
住
持
発
給
の
剃
髪
受
戒
状
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

剃
髪
受
戒
事

授
与
之
法
諱
沙
門
具
覚

右
所
賜
如
件

応
永
十
年
八
月
廿
八
日

日
霽
（
花
押
）

同
様
の
文
書
は
京
都
本
能
寺
に
も
一
通
が
伝
わ
り
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
八
月
二
十
七
日
付
に
至
る
も
の
ま
で
合
計
八
通
が

確
認
さ
れ
て

２
い
る
。
こ
の
よ
う
な
剃
髪
受
戒
状
の
前
提
と
な
る
と

え
ら
れ
る
も
の
が
、
妙
顕
寺
を
開
創
し
た
日
像
（
一
二
六
九
〜
一
三

四
二
）
の

妙
法
受
持
之
事

で
あ
る
。
本
書
は
、
前
段
の

妙
法
受
持
之
事

と
後
段
の

袈
裟
頂
戴
之
事

で
構
成
さ
れ
る
。
前
段
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に
お
い
て
は
、
出
家
者
に

上
行
所
伝
南
無
妙
法
蓮
華
経

が
授
け
ら
れ
、
出
家
者
は
持
つ
こ
と
を
誓
う
。
題
目
の
受
持
は
持
戒
で
あ
る

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
題
目
を
授
け
る
こ
と
は
授
戒
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
段
に
お
い
て
は
、
出
家
者
に
袈
裟
が
授
け
ら
れ
る
。

妙
法
受
持
之
事

で
は
、

妙
法
受
持
之
事

に

法
用
可

随

時

と
し
た
上
で
、

如
我
昔
所
願
、
今
者
已
満
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
、
於
我
滅
度
後
、
応
受
持
斯
経
、
是
人
於
仏
道
、
決
定
無
有
疑
、
是
真

仏
子
、
住
淳
善
地
、
皆
成
仏
道
、
信
力
故
受
、
念
力
故
持
、
現
世
安
穏
、
後
生
善
処

と

法
華
経

の
方
便
品
・
如
来
神
力
品
・
見
宝
塔
品
、

法
華
文
句

、

法
華
経

薬
草
喩
品
を
基
に
構
成
し
た
要
文
を
掲
げ
る
。

袈

裟
頂
戴
之
事

に
お
い
て
も
、

是
善
男
子
善
女
人
、
入
如
来
室
、
著
如
来
衣
、
坐
如
来
座
、
当
知
此
人
、
著
慚
愧
服
、
諸
仏
護
助
、
不
久
当
成
阿

多
羅
三

三
菩

提
、
是
真
仏
々
々
々
、
住
淳
善
地
、
皆
成
仏
道
、

と

法
華
経

法
師
品
お
よ
び
結
経
で
あ
る

観
普
賢
菩
薩
行
法
経

、

法
華
経

見
宝
塔
品
を
基
に
構
成
し
た
要
文
を
掲

３
げ
る
。
こ
れ

ら
の
要
文
の
用
い
ら
れ
方
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
導
師
に
よ
っ
て
誦
さ
れ
た
も
の
と

え
ら
れ
て

４
い
る
。
ま
た
、

袈
裟
頂
戴
之
事

に
お
い
て
も
、
授
け
ら
れ
る
袈
裟
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

出
家
受
戒
に
つ
い
て
は
、
京
都
本
能
寺
・
尼
崎
本
興
寺
を
開
創
し
た
日
隆
（
一
三
八
五
〜
一
四
六
四
）
が
、
本
果
院
日
朝
の
質
問
に
答

え
た

十
三
問
答
抄

に

当
家
受
戒
作
法
事

を
記
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
は
、
題
目
の
受
持
即
受
戒
で
あ
る
と
し
て
本
門
の
戒

体
に
つ
い
て
論
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

本
門
上
行
伝
持
之
要
戒
更
不

可

用

作
法
受
得
義

云
事
弥
明
朗
也
、

と
し
て
、
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て
は
、
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但
不

定

儀
式

望

時
依

人
随
自
意
作
法
受
得
可

有

之
、
其
段
流
流
家
家
可

有

之
、

と
述
べ
る
の
み
で

５
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
出
家
受
戒
の
儀
礼
が
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
よ
り
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
い
。

一

出
家
の
作
法
に
つ
い
て

中
世
に
お
け
る
出
家
受
戒
の
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
身
延
山
久
遠
寺
の
場
合
を
検
討
す
る
。
久
遠
寺
は
、
日
蓮
が
晩
年

の
九
か
年
を
過
ご
し
、
入
滅
後
に
は
墓
所
が
営
ま
れ
た
。
同
寺
は
日
蓮
直
弟
の
日
向
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
中
世
に
は
身
延
門
流
・
日

向
門
流
の
本
寺
と
し
て
発
展
し
た
。
同
寺
十
一
世
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
〜
一
五
〇
〇
）、
日
朝
の
弟
子
で
同
寺
十
二
世
円
教
院
日
意

（
一
四
四
四
〜
一
五
一
九
）
は
、
共
に
学
僧
と
し
て
も
活
躍
し
多
く
の
聖
教
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
日
意
の

出
家
法
則

が

あ
る
。
同
書
は
、
書
名
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
出
家
得
度
の
法
会
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
式
文
（
法
則
）
で
あ
る
が
、
後
半
部
分
に
具
体

的
な
作
法
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
日
朝
の

雑
々
抄

に
は
、
前
書
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
受
持
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
身
延
門
流
に
お
け
る
出
家
得
度
の
作
法
を
示
そ
う
。

出
家

６
法
則

の
日
意
自
筆
本
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
日
泰
筆
の
写
本
が
茂
原
市
藻
原
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
。
日
泰
は
本
書
に
つ
い
て

私
云
、
日
意
聖
人
御
作
也

と
記
し
、
身
延
山
に
お
い
て
書
写
し
て
い
た
。
当
時
の
久
遠
寺
住
持
は
日
意

で
あ
っ
た
が
、
日
泰
は
本
書
の
他
に
も
同
寺
に
お
い
て
聖
教
を
書
写
し
て
い
る
。
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
日
泰
は
藻
原
寺
の
住
持
と
な

７
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
久
遠
寺
で
研

を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

出
家
法
則

は
日
意
の
著
作
と
し
て
確
実
で
あ
る
。
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本
書
は
、
原
表
紙
の
表
題
に

出
家
法
則

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
前
後
二
段
に
分
類
さ
れ
る
。
前
半
部
分
は

出
家
受
戒

法
則

と
題
さ
れ
、
出
家
受
戒
の
法
要
に
お
い
て
導
師
が
読
み
上
げ
る
式
文
（
法
則
）
が
示
さ
れ
る
（
本
文
に
つ
い
て
は
後
掲
）。
後
半
部

分
は
冒
頭
に

次
出
家
儀
則

と
あ
り
、
出
家
受
戒
の
法
要
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
出
家
受
戒
の
儀
式
に
お
け
る
規
則
、
実
施
方
法
が

記
さ
れ
る
。

出
家
受
戒
法
則

は
、
神
分
と
表
白
か
ら
構
成
さ
れ
る
略
法
則
で
あ
る
。
道
場
と
し
て

閻
浮
州

扶
桑
朝

甲
斐
国

身
延
山

久
遠
寺

と
示
さ
れ
、
久
遠
寺
に
お
け
る
法
会
で
用
い
る
た
め
の
法
則
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
で
は
、
日
蓮
宗
の
用
語
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
示
す
と
、

○
別
法
華
守
護
天
照
太
神
八
幡
大
菩
薩
等

○
為
一
天
四
海
皆
帰
妙
法

○
妙
法
蓮
華

真
浄
大
法

大
恩
教
主

釈
迦
如
来

証
明
法
華

多
宝
善
逝

本
化
迹
化

諸
大
薩

な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

已
今
当
之
三
説
ノ

中
ニ
ハ

独
以

法
華

為
最
頂

正
像
末
之
四
依
ノ

中
ニ
ハ

殊
以
本
化

為

津
涯

多
生
ノ

芳
契
至
テ

深
シ
テ

忽
列

上
行
之
末
弟
ニ

一
乗
ノ

宿
縁
不
シ
テ

浅

速
ニ

成

要
法
之
受
者

と
あ
り
、
出
家
者
が
祖
師
日
蓮
に
連
な
る
者
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て

出
家
受
戒
法
則

は
、
内
容
か
ら
も
日
蓮
宗

に
お
け
る
法
則
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

出
家
得
度
願
主

に
つ
い
て
は
、

童
子

、
男
子

、
女
子

と
注
記
さ
れ
る
。
出
家
す
る
場
合
、
幼
童
と
成
人
で
は
相
違
が

あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
成
人
の
場
合
に
男
女
が
示
さ
れ
、
出
家
す
る
者
の
中
に
女
性
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
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述
す
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
儀
式
の
作
法
に
お
い
て
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
近
世
以
前
の
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
、
尼
僧
の
存
在
そ

の
も
の
に
つ
い
て
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
出
家
者
が
提
示
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

な
お
、
法
要
の
次
第
は
、

先
、
惣
礼

次
、
登
高
座

次
、
唄

次
、
散
華

と
あ
り
、
続
い
て
神
分
、
表
白
と
な
る
。

後
半
部
分
の

出
家
儀
則

で
は
、
出
家
者
の
剃
髪
、
袈
裟
の
授
与
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
手
順
が
記
さ
れ
る
。
先
ず
、

水
で

あ
る
。
こ
れ
は
道
場
を
浄
め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
出
家
者
の
頭
頂
に
水
を

ぐ
こ
と
で
、
三
度
行
う
。
い
わ
ゆ
る

頂
で
あ
る
。

師
は
こ
の
時
、

以
如
意
甘
露
の
二
句
、
即
ち

法
華
経

授
記
品
の

頌
を
誦
す
。

次
い
で
剃
髪
で
あ
る
。
伴
僧
が
介
添
え
を
行
い
、
前
髪
を
結
ん
だ
り
す
る
。
師
は
出
家
者
の
後
ろ
に
立
ち
、
合
掌
し
て
題
目
を
三
返
唱

え
る
。
そ
し
て
剃
刀
を
左
右
に
三
度
づ
つ
当
て
る
が
、
こ
の
時
剃
刀
を
当
て
な
が
ら
題
目
を
三
返
づ
つ
唱
え
る
。
出
家
者
が
男
の
場
合
は
、

剃
刀
を
左
か
ら
当
て
、
女
の
場
合
は
右
か
ら
当
て
る
。
こ
れ
は
、
剃
る
時
も
同
じ
で
あ
る
。
師
は
剃
刀
を
当
て
る
だ
け
で
、
剃
り
上
げ
る

の
は
伴
僧
、
或
い
は
別
人
の
役
目
の
よ
う
で
あ
る
が
、
誰
人
が
行
う
の
か
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

剃
髪
の
後
、
在
家
の
男
女
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
受
法
が
行
わ
れ
る
。
受
法
に
つ
い
て
は
通
常
行
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
と
し
て
、

具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

受
法
が
終
わ
る
と
、
袈
裟
の
授
与
で
あ
る
。
授
け
ら
れ
る
袈
裟
は
、
七
条
袈
裟
、
或
い
は
五
条
袈
裟
で
あ
る
。
師
は
三
度
授
け
、
出
家

者
は
こ
れ
を
頂
戴
す
る
。
こ
の
時
、
師
は
要
文
を
誦
し
な
が
ら
授
与
を
行
う
。
要
文
は
、

法
華
経

の
開
経
で
あ
る

無
量
義
経

徳
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行
品
の

頌
で
あ
る
。
先
ず

大
哉
大
悟
大
聖
主

無
垢
無
染
無
所
著

天
人
象
馬
調
御
師

道
風
徳
香
薫
一
切

智
恬
情

慮
凝
静

意
滅
識
亡
心
亦
寂

永
断

夢
妄
思
想
念

無
復
諸
大
陰
界
入

ま
で
誦
し
、
続
い
て
同
品
の

戒
定
慧
解
知
見
生

三
明
六
通
道
品
発

慈
悲
十
力
無
畏
起

衆
生
善
業
因
縁
出

を
誦
し
て
袈
裟
を
授
け
る
。

８
科
文
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
讃
歎

中
の
仏
身
歎
の
真
応
二
身
及
び
報
身
、
後
者
は
同
じ
く
仏
身
歎
の
修
徳
の

三
身
の
部
分
で
あ
る
。

児
童
子
の
出
家
の
場
合
に
は
、
次
第
が
異
な
る
。
出
家
、
即
ち
剃
髪
の
後
、
先
ず
袈
裟
を
授
け
る
。
三
度
授
け
、
出
家
者
が
頂
戴
す
る

こ
と
は
在
家
の
男
女
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
誦
す
文
も
同
じ
で
あ
る
。

次
い
で
袈
裟
を
着
け
た
後
、
受
法
と
な
る
。
受
法
の
儀
式
は
、
通
常
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

出
家
受
戒
法
則

に
お
い
て
も

童

子

の
場
合
の
記
載
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
稚
児
と
し
て
既
に
寺
院
に
入
っ
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
で
、

出
家
儀
則

と
し
て
の
具
体
的
な
手
順
の
記
述
は
終
了
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
半
部
分
の
法
則
に
つ
い
て
は
、

一
段
可

然
仁
厳
重
ニ
儀
式
設
之

時
、
道
場
ヲ
荘
厳
シ
仏
供
灯
明
調
之

、
請

衆
僧

構

法
会
之
儀
式

、
法
則
可
談
之

、

で
あ
り
、
こ
れ
が
不
可
能
な
場
合
に
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
従
っ
て
、
殆
ど
の
場
合
に
は

出
家
ノ
儀
式

即
ち
後
半
部
分
に

示
さ
れ
た

出
家
儀
則

の
み
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

出
家
儀
則

の
後
に
は
、
続
い
て

天
台
宗
出
家
作
法

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
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私
云
、
是
ハ
仙
波
之
巧
海
出
家
作
法
世
間
ニ
多
之

共
何
不
叶
心

間
、
以
多
本

加
取
捨

為

後
註
置
之

云
云
、

と
い
う
も
の
で
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
天
台
宗
の
出
家
作
法
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
、
剃
髪
、
袈
裟
授
与

に
続
き
、
三
帰
、
五
戒
、
三
聚
浄
戒
を
授
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
作
法
に
対
し
て
日
意
は
、

此
宗
ニ
ハ
出
家
ノ
後
受
法
ノ
儀
式
有
之

、
故
ニ
是
可
当
一
切
ノ
儀
式
ニ

、
上
ニ
如
註
之
餘
ナ
ル
事
不
可
有
之

、

と
、
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
出
家
、
即
ち
剃
髪
の
後
に
受
法
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
受
法
が
一
切
の
儀
式
に
当
た
る
の
で
、
天
台
宗

に
見
ら
れ
る
様
々
な
儀
式
は
行
わ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
天
台
宗
に
お
け
る
三
帰
、
五
戒
、
三
聚
浄
戒
を
授
け
る
こ
と
に
換
わ
る
も
の
が
、

受
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
受
法
が
受
持
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
日
像
の

妙
法
受
持

９
之
事

の
裏
書
に

受
法
之
時

と

記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

二

受
持
に
つ
い
て

日
意
の

出
家
儀
則

で
は
、
受
法
に
つ
い
て

如
常

と
あ
る
の
み
で
、
記
述
が
省
か
れ
て
い
た
。
日
意
の
師
で
あ
る
日
朝
の

雑

10
々
抄

に
は
、
受
持
作
法
に
つ
い
て
記
述
が
あ
り
、
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
内
題
下
に

応
仁
三

己
丑

正
月

一
日
初

と
筆
立
て
の
日
付
が
記
さ
れ
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
六
月
十
四
日
付
の
本
奥
書
も
あ
り
、
日
朝
の
著
作
と
し
て
成
立
年
次

が
明
確
で
あ
る
。
日
意
は
本
書
を
同
八
年
（
一
四
七
六
）
七
月
二
十
一
日
に
書
写
し
て
お
り
、
日
意
に
と
っ
て
も
周
知
の
著
作
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
茂
原
市
藻
原
寺
に
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
書
写
筆
者
未
詳
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。

雑
々
抄

で
は
、

受
持
作
法
事

授
ル
法

事

在
世
滅
後
ノ
受
持
ノ
事

の
三
項
目
に
亘
っ
て
受
持
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
。

儀
式
に
つ
い
て
は

如
常
途
也

と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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導
師
は
着
座
す
る
。
こ
の
時
の
心
持
ち
が
示
さ
れ
る
。
導
師
は
、
釈
尊
が
上
行
菩
薩
に
授
け
た
内
証
の
秘
法
を
師
資
伝
来
し
て
胸
中
に

収
め
、
眼
前
の
受
者
に
た
し
か
に
授
与
し
て
仏
種
を
心
田
に
植
え
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
受
者
は
、
先
ず
本
尊
を
三
度
礼
拝
し
、
次
い
で

導
師
に
向
か
っ
て
三
度
礼
拝
し
、
そ
の
後
右
膝
を
着
地
し
て
受
持
が
行
わ
れ
る
。
胡
跪
坐
で
あ
ろ
う
。

導
師
は
受
者
に
対
し
て

妙
法
蓮
花
経
如
来
寿
量
品
本
門
寿
量
戒

ヲ
持
ヤ
否
ヤ

と
三
度
授
け
、
受
者
は

持
申

と
三
度
答
え
る
。

こ
こ
で
授
け
る
の
は

法
体

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
授
け
る
こ
と
は
三
大
秘
法
を
授
け
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、

妙
法
蓮
花
経
ト
申
ハ
題
目
ノ
五
字
也
、
如
来
寿
量
品
ト
申
ハ
本
門
ノ
本
尊
也
、
本
門
寿
量
ノ
戒

ト
申
ハ
本
門
ノ
戒
旦
也
、

と
、
本
門
の
題
目
、
本
門
の
本
尊
、
本
門
の
戒
壇
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
。
次
い
で
、
導
師
は
題
目
を
三
度
授
け
、
受
者
は
導
師
と
同
様

に
題
目
を
三
返
唱
え
る
。

妙
法
蓮
花
経
如
来
寿
量
品
本
門
寿
量
戒

、
次
い
で
題
目
を
授
け
る
時
、
併
せ
て

法
華
経

の
経
巻
を
授
け
る
こ
と
が
行
わ
れ

る
。
先
ず
第
六
巻
を
執
り
、
三
大
秘
法
を
授
け
る
と
き
に
受
者
へ
の
頂
戴
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

三
大
秘
法
ハ
久
遠
証
明
ノ
法

ニ

シ
テ
寿
量
品
ニ
説
顕
処
ノ
法
門

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
が
含
ま
れ
る
第
六
巻
で
あ
る
と
い
う
。
次
い
で
題
目
三
返
の

時
、
第
六
巻
を
放
た
ず
に
余
の
七
巻
を
併
せ
て
一
部
経
と
し
て
、
頂
戴
を
行
う
。
こ
れ
は
、
題
目
が

一
部
八
巻
ノ
肝
心
タ
ル
義
ヲ
顕
シ

玉
フ

か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
受
持
の
儀
式
は
、
他
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
転
じ
る
改
宗
の
場
合
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
の
書

写
奥
書
が
あ
る

受
持
之

11
法
則

に
は
、

方
今

娑
婆
世
界
扶
桑
朝

身
延
山
久
遠
寺

於
此
霊
場

辞
台
嶺
門
葉

入
応
時
門
室

其
意
趣
如
何
者

と
あ
り
、
天
台
宗
か
ら
の
改
宗
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
改
宗
に
伴
う
受
持
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
法
要
が
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

若
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者
大
法
師

と
あ
り
、
改
宗
し
た
の
は
僧
で
あ
っ
た
。
既
に
出
家
し
て
い
る
他
宗
の
僧
（
尼
）
が
日
蓮
宗
に
改
宗
す
る
場
合
に
は
、
新
た

に
受
持
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
出
家
の
儀
式
に
お
い
て
受
持
は
受
戒
に
換
わ
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
様
な
点
に
つ
い
て
、
越
後
本
成

寺
を
門
流
の
本
寺
と
し
て
活
動
し
た
日
陣
（
一
三
三
九
〜
一
四
一
九
）
が
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
記
し
た

授
戒
之

12
作
法

で
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

授
戒
之
作
法

蓮
祖
大
聖
人
作
文
三
大
秘
法
抄

十
重
禁
抄
、
為
正
意
古
来
当
流
口
伝
云
云
、

一
、
自
今
身
至
仏
身
末
法
相
応
上
行
所
伝
本
門
寿
量
品
之
肝
カ

簡
心
名
体
宗
用
教
具
足
是
好
良
薬
南
無
妙
法
蓮
花
経
能
持
否
、
能
持
受
者

唱
之
、

一
、
自
今
身
至
仏
身
末
法
相
応
上
行
所
伝
久
遠
之
十
善
戒
能
持
否
、
能
持
受
者
唱
之
、

一
、
自
今
身
至
仏
身
末
法
相
応
上
行
所
伝
本
門
之
大
曼
荼
羅
能
持
否
、
能
持
受
者
唱
之
、

一
、
具
之
上
下
種
之
相
承
極
テ
此
旨
可
得
心
也
、

（
略
）

応
永
十
八
年

辛
卯

八
月
五
日

日
陣
（
花
押
）

日
陣
は
、
授
戒
と
し
て

末
法
相
応
上
行
所
伝
本
門
寿
量
品
之
簡
心
名
体
宗
用
教
具
足
是
好
良
薬
南
無
妙
法
蓮
花
経

末
法
相
応
上

行
所
伝
久
遠
之
十
善
戒

末
法
相
応
上
行
所
伝
本
門
之
大
曼
荼
羅

を
掲
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
朝
の

雑
々
抄

に
お
い
て

妙
法
蓮
花
経
如
来
寿
量
品
本
門
寿
量
戒

を
三
大
秘
法
で
あ
る
と
す
る
こ
と
と
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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お

わ

り

に

日
意
、
日
朝
の
著
作
を
主
に
し
て
、
中
世
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
出
家
受
戒
の
作
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
剃
髪
・

袈
裟
の
授
与
と
共
に
受
持
に
よ
っ
て
儀
礼
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
僧
尼
が
他
宗
か
ら
改
宗
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
受
持
は
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
独
自
の
出
家
儀
礼
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
に
先
立
っ
て
、
法
則
が
用
い
ら
れ
る
法
要
が
行
わ
れ

る
場
合
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
意
の

出
家
儀
則

で
は
、
妙
顕
寺
に
お
け
る
剃
髪
受
戒
状
な
ど
の
よ
う
な
出
家
受
戒
を
証
明
す
る
文
書
の
授
与
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
書
は
、
管
見
の
限
り
妙
顕
寺
・
本
能
寺
の
事
例
の
他
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
、
師
か

ら
弟
子
に
曼
荼
羅
本
尊
が
授
与
さ
れ
る
が
、
出
家
受
戒
に
伴
う
事
例
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
後
の
調
査
に
俟
つ
が
、
検
討
す
る
べ
き
点

で
あ
る
。

○
茂
原
市
藻
原
寺
所
蔵

出
家
法
則

（
元
表
紙
）

出
家
法
則

出
家
受
戒
法
則

先
、
惣
礼

次
、
登
高
座
／
次
、
唄

次
、
散
華

神
分

抑
出
家
得
度
之
庭
滅
罪
生
／
善
之
砌
為
喰
受
法
味
証
明
功
／
徳
冥
衆
定
来
臨
影
響
シ

給
覧

然
則
／
奉
始
梵
天
帝
釈
四
大
天
王
三
界
／
所
有
天
王
天
衆
日
月
五
星
諸
宿
／
曜
等
閻
羅
王
界
冥
官
冥
／
衆
惣
日
本
国
中
三
千
余
座
大
／
小

神
祇
別
法
華
守
護
天
照
太
／
神
八
幡
大
菩
薩
等
乃
至
年
内
行
役
／
流
行
神
等
至
各
々
法
楽
荘
厳
／
威
光
倍
増
御
為

妙
法
経
名

丁

／
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一
切
神
分
ニ

一
乗
妙
典

丁

／
為
三
国
伝
灯
大
師
等
増
進
仏
道

御

丁

／
為
一
天
四
海
皆
帰
妙
法

一
乗
妙
典

丁

／
為
寺
中

安
全
人
法
不
退

妙
法
経
名

丁

／
為
施
主
安
穏
所
願
成
就

一
乗
妙
典

丁

／
為
乃
至
法
界
平
等
利
益

妙
法
経
名

丁

慎
敬
白
／
妙
法
蓮
華

真
浄
大
法
／
大
恩
教
主

釈
迦
如
来
／
証
明
法
華

多
宝
善
逝
／
本
化
迹
化

諸
大
薩

／
身
子
目
連

諸
賢
聖

衆
／
発
起
影
響

当
機
結
縁
／
仏
眼
所
照

微
塵
刹
土
／
一
切
常
住

三
宝
境
界

而
云

方
今
／
閻
浮
州

扶
桑
朝
／
甲
斐
国

身
延
山
／
久
遠
寺

於
此
道
場
／
出
家
得
度
願
主

童
子

男
子

女
子

／

抽
一
心
清
浄
之
丹
誠
／
調
三
業
不
乱
之
威
儀
／
刷
出
家
受
戒
之
儀
則
／
事
ア
リ
其
旨
趣
如
何
ト

ナ
レ
ハ

夫
／
鬢
髪
是
輪
廻
之
初
章
／
生
死
業
縛
之
得
縄
ナ
リ

／
剃
髪
是
得
道
之
先
陣
／
涅
槃
解
脱
之
指
南
ナ
リ

／
何
ソ

求

之
不
修
之

乎

就
ニ

中
／
北
州
之
長
寿
似
レ
ト
モ

楽
ニ

／
恃
ニ

其
期
ヲ

有

苦
悩

／
南
浮
之
不
定
似
ト
モ

苦
ニ

／
不

知

終
ヲ

還
テ

無

憂
／
雖

然

案
ル
ニ

／
果
報
ハ

如
蜉

／
寿
命
ハ

如
電
光

／
誰
成

常
住
ノ

思
ヲ

／
何
住
セ
ム

快
楽
ノ

情
ニ

爰
知
／
六
趣
之
流
転
者
／
恩
愛
不
改
ノ

心
ヲ

為

基
／
三
界
之
出
離
者
／
出
家
無
為
ノ

道
ヲ

為

始
／
争
不
求
発
心
得
度
儀
則

乎
／
仍
訪
ハ

古
ヘ
ヲ

／
酔
酒
ノ

婆
羅
門
者
／
以
狂
心
ノ

出
家

為
シ

得
道
ノ

門
ト

／
好
戯
ノ

婦
女
等
者
／
着
シ
テ

嬉
戯
ニ

法
衣

為

得
果
ノ

主
ト

／
何
況
／
於
清
浄
無

二
之
発
心

乎

依
之
／
三
世
之
諸
仏
者
／
摩

頂
シ

出
家
之
人

／
十
方
之
薩

者
／
守

護
シ
玉
フ

得
度
之
家
ヲ

是
故
ニ

／
惜
シ

浮
囊
於
羅
刹
ニ

人
ハ

／
早
渡

生
死
之
大
海
ヲ

／
慎
シ

油
鉢
於
商
客
ニ

輩
ハ

／
速
ニ

到
レ
リ

涅
槃
之
彼
岸

兼
又
／
已
今
当
之
三
説
ノ

中
ニ
ハ

／
独
以

法
華

為
最
頂

／
正
像
末
之
四
依
ノ

中
ニ
ハ

／
殊
以
本
化

為

津
涯

／
多
生
ノ

芳
契
至
テ

深
シ
テ

／
忽

列

上
行
之
末
弟
ニ

／
一
乗
ノ

宿
縁
不
シ
テ

浅
／
速
ニ

成

要
法
之
受
者

／
不
可
不
信
／
不
可
不
憑

慎
テ

辞

悪
友

可

止

生
死
之
迷
／
願
テ

求

善
友

不
ヤ

期

涅
槃
之
悟

重
乞
／
善
根
無
辺
之
功
徳
ナ
レ
ハ

者
／
上
至
有
頂

下
及

苦
域

／
共
利
同
益
乃
至
法
界
云
云

啓
白
言
短
三
宝
知
見
シ

玉
ヘ

三
丁

（
以
下
略
）

註１

松
村
寿
巌

中
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
行
儀

（

日
蓮
宗
儀
礼
史
の
研
究

平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）、
松
尾

剛
次

日
蓮
門
下
の
入
門
儀
礼
シ
ス
テ
ム

（

新
版
鎌
倉
新
仏
教
の
成
立

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

三
一
七

中
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
出
家
受
戒
に
つ
い
て
（
寺
尾
英
智
）



２

松
尾
剛
次
、
前
掲
書
。
松
尾
氏
は
、
こ
の
様
な
文
書
を
、
国
家
的
な
度
縁
に
対
し
て
日
像
門
下
の
私
的
な
度
縁
で
あ
る
と
す
る
。

３

京
都
妙
顕
寺
所
蔵
。

日
蓮
宗
宗
学
全
書

第
一
九
巻

一
七
〜
八
頁
。
な
お
、

妙
法
受
持
之
事

に
つ
い
て
は
、
朗
源
（
一
三
二
六

〜
七
八
）
が
作
成
し
日
像
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
が
、
最
近
に
な
り
提
起
さ
れ
て
い
る
。
坂
井
法
曄

日
像
上
人
伝
承

（

興

風

第
一
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
四
頁
以
下
参
照
。

４

松
村
寿
巌
、
前
掲
書
。

５

日
蓮
宗
宗
学
全
書

第
八
巻

四
七
〇
〜
一
頁
。

６

こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
で

出
家
法
則

の
う
ち

出
家
受
戒
法
則

の
部
分
の
み
を
紹
介
し
た
。
本
書
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
別
に
紹

介
す
る
予
定
で
あ
る
。

７

拙
稿

中
世
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
造
像
活
動
に
つ
い
て

茂
原
藻
原
寺
の
場
合

（

千
葉
県
史
研
究

第
一
一
号
別
冊

中
世

特
集
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

８

法
華
経
普
及
会
編

真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結

（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
二
四
年
）
科
段
参
照
。

９

妙
法
受
持
之
事

は

日
蓮
宗
宗
学
全
書

第
一
九
巻
に
収
録
さ
れ
る
が
、
裏
書
は
未
収
録
。

10

千
葉
県
史
料

中
世
篇

諸
家
文
書

（
千
葉
県
、
一
九
六
二
年
）
二
一
七
〜
二
一
九
頁
に
奥
書
を
収
録
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
別
に
紹

介
す
る
予
定
で
あ
る
。

11

茂
原
市
藻
原
寺
所
蔵
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
別
に
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

12

三
条
市
本
成
寺
所
蔵
。

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要

第
二
二
号

口
絵
写
真
に
掲
載
。

付
記

出
家
法
則

雑
々
抄

受
持
之
法
則

の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
藻
原
寺
並
び
に
関
係
各
位
の
御
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

三
一
八

中
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
出
家
受
戒
に
つ
い
て
（
寺
尾
英
智
）
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